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20２０年

　
１
月
16
日

（
木
）
尾
道
国

際
ホ
テ
ル
に
て
１

月
例
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
2
0
2
0
年

度
新
体
制
の
ス

タ
ー
ト
と
な
る
こ
の
日
、理
事
長・直
前
理

事
長
の
バッ
ジ
交
換
、監
事
の
バッ
ジ
授
与
式

が
滞
り
な
く
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、加
度
理
事
長
が
全
員
に
む
け
、

「
素
に
し
て
上
質
」と
い
う
テ
ー
マ
を
ふ
ま

え
た
、年
頭
挨
拶
を
さ
れ
ま
し
た
。そ
の
熱

い
言
葉
に
、私
た
ち
メ
ン
バ
ー
も
、新
理
事
長

の
も
と
で
一
年

間
、青
年
会
議

所
の
活
動
に

邁
進
し
て
い
く

決
意
を
新
た

に
し
ま
し
た
。

　
引
き
続
い
て

行
わ
れ
た
各

種
表
彰
で
は
、

2
0
1
9
年
度
理
事
長・監
事・満
期
退
会

者・皆
出
席
者・出
向
者
等
の
功
を
労
い
ま

し
た
。表
彰
を
受
け
た
皆
様
の
達
成
感
に

満
ち
溢
れ
る
姿
は
、心
に
残
る
も
の
と
な
り

ま
し
た
。

　
満
期
退
会
者
の
表
彰
で
は
、加
度
理
事

長
か
ら
表
彰
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
、代

表
の
池
田
憲
泰
先
輩
か
ら
は
現
役
メ
ン
バ
ー

に
対
し
、お
心
づ
け
と
共
に
、温
か
く
も
力

強
い
お
言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。

　
2
0
2
0
年
度
総
務
広
報
委
員
会
と
し

て
初
め
て
の
例
会
に
、不
安
も
多
々
あ
り
ま

し
た
が
無
事
に
終
え
る
事
が
で
き
、ホ
ッ
と

し
て
お
り
ま
す
。皆
様
の
ご
協
力
に
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。　 

（
記
事
：
水
野 

春
樹
）

　
1
月
16
日（
木
）、尾
道
国
際
ホ
テ
ル

に
て「
飛
躍
〜
古
く
し
て
新
し
き
も
の
」

を
テ
ー
マ
に
2
0
2
0
年
の
幕
開
け
と

な
る
新
年
宴
会
が
盛
大
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
冒
頭
に
加
度
理
事
長
が
本
年
度
の

テ
ー
マ
で
あ
る「
素
に
し
て
上
質
」に
込

め
ら
れ
た
思
い
や
こ
の
１
年
間
の
決
意
を

O
B
・
現
役
メ
ン

バ
ー
へ
向
け
て
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
乾
杯
の
後
に
は
新
入
会
員
が
壇

上
に
紹
介
さ
れ
自
己
紹
介
と
今
後

の
Ｊ
Ｃ
活
動
に
む
け
て
の
意
気
込

み
を
述
べ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、ベッ
チ
ャ
ー
太
鼓
の
心

揺
さ
ぶ
る
演
奏
と
と
も
に
、多
く
の

O
B・特
別
会
員
の
皆
様
と
交
流
さ

せ
て
い
た
だ
く
事
が
出
来
、こ
れ
ま

で
の
尾
道
青
年
会
議
所
の
活
動
の

歴
史
に
深
く
触
れ
な
が
ら
も
今
後

の
活
動
に
つい
て
見
識
を
深
め
る
場

と
な
り
ま
し
た
。　 

（
記
事
：
鍋
島 

巧
）

１
月
例
会
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1
月
18
日
（
土
）
〜
19
日

（
日
）
、
2
0
2
0
年
度 

京

都
会
議
に
参
加
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。

　
京
都
会
議
は
そ
の
年
度
の
ス

タ
ー
ト
を
切
る
場
と
し
て
、
毎

年
京
都
の
地
で
総
会
や
セ
ミ

ナ
ー
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
な
ど
が
開

催
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
2
0
2
0
年
度
の
テ
ー
マ
は

「
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
」
と
題
さ
れ
、
令
和
初
と
な
る
京
都

会
議
は
新
た
な
価
値
創
造
の
場
と
し
て
日
本
青
年
会
議

所
・
各
地
青
年
会
議
所
メ
ン
バ
ー
が
一
堂
に
会
し
ま
し

た
。

　
18
日
（
土
）
に
加
度
理
事
長
は
各
L
O
M
理
事
長
が

参
加
す
る
第
1
6
2
回
総
会
へ
出

席
し
、
今
後
の
青
年
会
議
所
活
動

に
お
い
て
今
後
の
広
報
活
動
や
伴

う
見
識
等
を
深
め
ま
し
た
。

　
夜
に
は
尾
道
青
年
会
議
所
メ
ン

バ
ー
で
L
O
M
ナ
イ
ト
を
行
い
ま

し
た
。

　
い
つ
も
と
違
う
京
都
の
地
で
大

勢
の
メ
ン
バ
ー
と
英
気
を
養
い
ま

し
た
。

　
翌
19
日
（
日
）
は
尾
道
青
年
会

議
所
メ
ン
バ
ー
で
新
年
式
典
に
参

加
を
し
ま
し
た
。

　
満
員
の
厳
粛
な
雰
囲
気
の

中
、
一
年
を
通
し
て
力
強
い

運
動
を
展
開
す
べ
く
、
メ
ン

バ
ー
の
想
い
が
一
つ
に
な
る

有
意
義
な
時
間
と
な
り
ま
し

た
。

　
当
尾
道
青
年
会
議
所
か
ら

も
多
く
の
メ
ン
バ
ー
が
参
加

し
、
た
く
さ
ん
学
び
の
機
会

を
得
る
事
が
出
来
ま
し
た
！

（
記
事
：
鍋
島 

巧
）

　
1
月
25
日（
土
）、リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ

テ
ル
広
島
に
て
、広
島
ブ
ロッ
ク
協
議
会 

広
島
ブ
ロッ
ク
新
春
会
議・新
春
交
流
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
広
島
ブ
ロッ
ク
協
議
会
は
1
9
7
1
年

に
発
足
し
、本
年
度
は
50
年
を
迎
え
ま

す
。

　
新
春
会
議
で
は
田
中
亮
介
会
長
の

所
信
と
事
業
方
針
が
提
示
さ
れ
、
「
変
革
を

加
速
せ
よ
！
〜
時
代
に
先
駆
け
進
化
し
た

J
C
が
、
広
島
に
新
た
な
未
来
を
創
る
」
の

ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
広
島
県
内
の
L
O
M

が
集
ま
り
ま
し
た
。

　
本
年
度
、
尾
道
青
年
会
議
所
か
ら
は
加
度
理

事
長
を
は
じ
め
、
安
全
保
障
確
立
委
員
会
の
委

員
長
と
し
て
村
橋
聡
君
、
委
員
長
幹
事
と
し
て

岩
井
達
也
君
他
、
複
数
の
メ
ン
バ
ー
が
出
向
し

て
い
ま
す
。

　
新
春
交
流
会
で
は

加
度
理
事
長
が
登
壇

し
、
事
業
紹
介
と
と

も
に
本
年
度
の
テ
ー

マ
「
素
に
し
て
上
質
」
の
シ
ュ
プ
レ
ヒ

コ
ー
ル
。

　
メ
ン
バ
ー
は
も
ち
ろ
ん
、
普
段
は
顔

を
会
わ
す
こ
と
の
な
い
L
O
M
の
人
と

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
図
れ
る
よ
い

機
会
と
な
り
ま
し
た
。（

記
事
：
岡
田 

健
吾
）

　
1
月
12
日
（
日
）
、
広
島
県
立
び
ん
ご

運
動
公
園
に
て
開
催
さ
れ
た
成
人
式
に
お

い
て
、
茶
道
速
水
流
尾
道
支
部
青
年
部
お

よ
び
茶
道
同
好
会
Ｏ
Ｂ
で
構
成
さ
れ
る
尾

楽
会
の
皆
様
の
ご
協
力
の
も
と
、
成
人
茶

会
を
開
催
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　
成
人
式
会
場
入
口
に
設
え
ら
れ
た
茶
席

に
お
越
し
頂
い
た
新
成
人
に
、
着
物
姿
の

茶
道
同
好
会
メ
ン
バ
ー
が
お
茶
と
お
菓
子

を
振
舞
い
ま
し
た
。

　
新
成
人
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、
お
茶
の
飲
み
方
、
お
菓
子

の
食
べ
方
、
茶
碗
の
持
ち
方
と
い
っ
た
作
法
に
つ
い
て
の
質
問
が

多
く
、
メ
ン
バ
ー
は
新
成
人
の
皆
さ
ん
に
楽
し
ん
で
頂
き
た
い
と

い
う
想
い
を
持
っ
て
応
対
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　
当
日
は
天
候
の
お
か
げ
も
あ
り
、
例
年
よ
り
も
多
く
の
新
成

人
・
来
賓
の
皆
様
に
お
越
し
頂
き
、
と
て
も
華
や
か
な
場
と
な
り

ま
し
た
。
先
人
か
ら
受
け
継
が
れ
た
伝
統
文
化
に
触
れ
、
楽
し
ん

で
頂
け
た
と
感
じ
ま
す
。
成
人
茶
会
に
ご
協
力
頂
い
た
メ
ン
バ
ー

の
皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
結
び
に
、
こ
れ
か
ら
の
尾
道
の
ま
ち
を
引
っ
張
っ
て
い
く
で
あ
ろ
う
新
成
人
の
皆
様
、

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
記
事
：
茶
道
同
好
会
会
長
　
小
林 

暢
玄
）

　
1
月
26
日
（
日
）
、
茶
道
速
水
流 

代
襲
記
念
茶
会
が
浄
土
寺
で
行
わ

れ
、
加
度
理
事
長
が
参
加
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。

　
茶
道
速
水
流
七
代
目
家
元
の
速
水
宗

樂
（
そ
う
が
く
）
氏
の
跡
を
継
ぎ
、
長

男
の
宗
広
（
そ
う
こ
う
）
氏
が
八
代
目

に
就
任
さ
れ
る
記
念
茶
会
で
す
。

　
新
た
に
「
宗
燕
（
そ
う
え
ん
）
」
の
茶
号
と
し
て

茶
道
速
水
流
の
家
元
と
し
て
活
動
さ
れ
ま
す
。

　
速
水
宗
広
氏
と
い
え
ば
、
2
0
1
7
年
9
月
例
会

に
「
茶
の
湯
に
学
ぶ
こ
こ
ろ
の
結
び
方
」
と
題
し
て

講
師
と
し
て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
人
と
人
の
こ
こ
ろ
の
通
じ
方
、
自
ず
と
茶
を
以
て

人
と
交
歓
し
よ
う
と
の
心
に
つ
い
て
ご
高
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
本
年
度
も
人
と
の
縁
に
感
謝
し
、
活
動
に
励
み
ま
す
。（記

事
：
島
田 
昌
弘
）

ࢶ

ޏ
ࡼ

ࢶ

ޏ
ࡼ

ఱޏఱޏ茶
道
速
水
流
 

代
襲
記
念
茶
会

Ǽ
Ȕ
ử
Ǖ
હ
ਚ
ا
ܕ



　
2
月
3
日

（
月
）
午
前
中
に

尾
道
西
国
寺
で
節

分
会
（
せ
つ
ぶ
ん
え
）

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
尾
道
青
年
会
議
所
か

ら
高
橋
健
太
君
、
平
岡

良
之
君
が
福
男
と
し
て

豆
を
撒
き
、
一
年
の
無

病
息
災
・
家
内
安
全
を

祈
り
ま
し
た
。

　
同
日
午
後
に
は
一
宮

神
社
に
て
節
分
の
豆
ま

き
が
行
わ
れ
、
尾
道
青

年
会
議
所
か
ら
松
本
裕

太
君
が
年
男
と
し
て
豆
を
撒
き
ま
し
た
。
短
い
時
間
で

は
あ
り
ま
し
た
が
、
境
内
に
集
ま
っ
た
皆
様
と
福
を
わ

か
ち
あ
う
、
素
晴
ら

し
い
一
日
と
な
り
ま

し
た
。（

記
事
：
村
上 

直
弘
）

人が育む経済活性化室 魅力ある尾道創造室

夢見る大切さ推進室

専務理事

　本年度 人が育む経済活性化室 副理事
長を務めます今岡正英と申します。加度

理事長の掲げる所信には「しあわせな会社にする事が、ま
ちづくりの根である」とあります。その思いを具現化すべ
く、真のしあわせを知る経営者育成委員会と豊かな人材
育成委員会は邁進して参ります。両委員会ともにやる気
に満ち溢れたメンバーを頂いております。一歩一歩着実
に歩を進め、生かし合いの心を持って事業を展開して参
ります。

政成 啓行副理事長

　本年度、魅力ある尾道創造室　副理事
長を仰せつかりました、政成 啓行です。

　まちに根を張る青年経済人として運動を行うのであれ
ば、上辺ばかりの言葉や行動ではなく、真摯かつ誠実にま
ちと人に向き合い、青年会議所活動へ当事者意識を持っ
て臨むことが必要です。
　本年度担当させて頂きます、社会開発委員会及び会員
拡大委員会の両委員会で、まちの課題に向き合い、また
我々の運動に参画して頂けるメンバーの拡大に邁進して
まいります。
　一年間、どうぞ宜しくお願い致します。

副理事長 今岡 正英

　夢見る大切さ推進室副理事長を仰せ
つかりました大西貴明です。夢・希望・憧れ

委員会と総務広報委員会を担当させてもらい、夢・希望・
憧れ委員会の方では、2020年代の活動指針や街のビ
ジョンをしっかりと考えていく一年、総務広報委員会では
従来の広報のやり方を今一度見直していける一年になる
かと思っております。
　理事長の掲げる【素にして上質】を大切にして走り抜け
ていきますのでどうぞよろしくお願い致します。

高橋 建太

　本年度、専務理事を仰せつかりました
高橋建太と申します。加度理事長が掲げ

る「素にして上質」というテーマのもと、尾道青年会議所
が地域にしっかりと根をはって活動できるよう、会全体の
運営をしていきます。また、専務理事として全体のバラン
スを取り素晴らしい事業ができるよう努めて参ります。一
年間、宜しくお願い致します。

副理事長 大西 貴明

副理事長・専務理事あいさつ
2020年度

テーマ「生かし合う」

テーマ「Future&Past」

テーマ「真摯に、誠実に」

テーマ「継続は力なり」



　1年ぶり3回目の総務広報委員会配属となりました鍋島です。そして、今年は卒業年となりまし
た。とはいえ、まだまだ実感はありません。いつ頃から気持ちの変化が出てくるのか、最後のJC 
LIFEを楽しんでいけたらなと思います。　　　　　　　　　　　　 　　　　（記事：鍋島 巧）

facebookHP
編集
後記
編集
後記

真のしあわせを知る経営者育成委員会
　昨年は、委員長として皆様には大変お世話
になりました。
　本年度は副委員長として、岡本委員長を
しっかりサポートし、委員会メンバーとも多く
の時間を共有し、楽しい事業を作っていきた

いと思います。
　非常に頼もしい委員会メンバーがそろっておりますので、必
ず「真のしあわせ」を知ることが出来ると信じて突き進んで参
ります。
　今年一年、宜しくお願い致します。

副委員長 池田 知和

社会開発委員会
　本年度、社会開発委員会の副委員長を務
めます大本誠です。当委員会では、小川委員
長の掲げる『一生残る、一瞬のために』のテー
マのもと、事業を展開してまいります。小川委
員長を支え委員会メンバーを盛り上げ、縁の

下の力持ちになれるようにしっかりと務めめていきますので、
1年間よろしくお願いします。

副委員長 大本 誠

夢・希望・憧れ委員会
　本年度、夢・希望・憧れ委員会の副委員長を
務めます小林暢玄です。髙山委員長の掲げる
所信テーマ「憧れ」のもと、次代に向けて尾道
の「夢」「希望」を実現すべく、委員長を支え、
委員会メンバーを盛り上げて、思いを共に活

動していきたいと思いますので、一年間どうぞよろしくお願い
致します。

副委員長 小林 暢玄

豊かな人材育成委員会

岡田 貴臣副委員長

　豊かな人材育成委員会、副委員長の岡田
貴臣と申します。 
　今年度は、沼田委員長の下、おのみちの大
切な宝である「ひと」にフォーカスした活動を
行なってまいります。

　ひとが豊かになり、まちが豊かになり、これからを担う若者
たちがこのまちを愛することが出来るよう、一丸となって活動
してまいりますので、1年間よろしくお願いいたします。

会員拡大委員会

大前 慶倫副委員長

　会員拡大委員会の副委員長を務めさせて
頂きます。大前です。当委員会では、高橋委員
長の「俺がやらねば誰がやる」のテーマのも
と、拡大活動を行っております。高橋委員長を
サポートし、委員会メンバーを盛り上げ、一人

でも多くの仲間を尾道青年会議所に迎え入れたいと思ってお
ります。一年間どうぞよろしくお願い致します。

総務広報委員会

岡田 健吾副委員長

　本年度、総務広報委員会の副委員長を務
めさせていただきます岡田健吾と申します。
　当委員会では山本圭介委員長の「過去を
知るということ」というテーマのもと、先輩
方が活動されてきた大切な歴史を掘り下げ

ながら学び、新しい時代に合わせて一歩を踏み出せるように
活動してまいります。
　広報活動についても積極的に行い、尾道青年会議所活動
が広く知っていただけるようにアプローチしてまいります。一
年間どうぞよろしくお願いいたします。

理事セクレタリー
　本年度、理事セクレタリーを務めさせてい
ただきます、藤田祐輔と申します。
　加度理事長が掲げる「素にして上質」の
テーマの下、尾道青年会議所の皆様が、円滑
に活動に打ち込んでいただけるよう、一年間

精一杯サポートしていきたいと考えております。
　理事セクレタリーとして、加度理事長を盛り立て、自らの成
長に繋げていけるよう精進して参りたいと思います。
　一年間どうぞ宜しくお願い致します。

藤田 祐輔

理事セクレタリー

吉田 嵩正

　本年度、理事セクレタリーを務めます、吉
田嵩正です。加度理事長の下、尾道青年会
議所の「根」として事業・運営が円滑に行
えるよう黒子に徹し、愚直に基本を求め続け
ていきます。この凝縮された一年の経験か

ら少しでも多くのものを学び、自己の成長に繋がるように精
一杯取り組んで参りますので、どうぞ宜しくお願い致します。

副委員長あいさつ
2020年度


